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6 ほう作への
　　

いのり （1）昔
むかし

からつたわる祭
まつ

り

（美
み

祢
ね

市
し

秋
しゅう

芳
ほう

町
ちょう

別
べっ

府
ぷ

厳
いつく

島
しま

神
じん

社
じゃ

）

カルスト高
こう

原
げん

で有
ゆう

名
めい

な秋
あき

吉
よし

台
だい

の北
きた

側
がわ

に、わたしたち

の美祢市秋芳町別府地
ち

区
く

があります。この地区に古く

から伝
つた

わっている「別府ねんぶつ踊
おど

り」は、田や毎日

のくらしに使っている水にかんしゃし、作
さく

物
もつ

のほう作をいのる祭りです。

踊りは、たいこの合図で始まり、たいこをたたきながら左
さ

右
ゆう

にとびはねる

人や、動きに合わせてうちわをふる人などがはげしく動きまわります。

人数は、16人を1グループとして、2グループで踊ります。男ばかりで、小

学生も踊りにさんかします。

美祢市秋芳町では、「民
みん

舞
ぶ

伝
でん

習
しゅう

館
かん

」をつくっていつまでもこの踊りを伝
つた

えよ

うといっしょうけんめいになっています。踊りは、たんじゅんで決してはで

ではありませんが、わたしたちのせんぱいがわたしたちにのこしてくれたた

からとして、美祢市では大切に守
まも

って受
う

けついでいます。

おじさんの話
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（2）地区の行
ぎょう

事
じ

「どろおとし」

ぼくたちが住んでいる地区には、田植えが終
お

わった6月の中ごろ

の日曜日に「どろおとし」とよばれている行事があります。お父さ

んに聞くと、この行事は昔からつづいているそうで、田植えでつか

れた体を休めたり、田植えを手伝
つだ

ってもらった人にお礼のあいさつ

をしたり、農
のう

機
き

具
ぐ

におそなえをしてほう作をいのったりする日だそうです。

どの家も、この日はいっせいに農
のう

作
さ

業
ぎょう

を休んでごちそうを作り、近所の人た

ちと楽しくすごします。ぼくは、この日がとても楽しみです。ぼくの大すきな

「かしわもち」が作られるからです。かしわもちとは、さるとりいばらの葉を

山からとってきて、米のこなをねってあんこを入れてつつみ、むしたものです。

「どろおとし」がすむと暑
あつ

い夏がやってきます。

山口県
けん

で「どろおとし」が行われているところ

島根県 

広島県 

しま　ね　けん 

ひろしまけん 

●いっせいに仕事を休む ■田植えを手伝った人と会食をする
●農機具におそなえをする ◇かしわもちを作る
■ごちそうを作る ◆地区の全員でお宮

みや

にまいる
（昭和50年編

へん

集
しゅう

山口県民
みん

俗
ぞく

地図より）
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（3）山口県
けん

の各
かく

地
ち

に
見られる農

のう

業
ぎょう

祭
まつ

り

2 高
たか

倉
くら

荒
こう

神
じん

祭
さい

（山
やま

口
ぐち

市
し

平
ひら

川
かわ

高倉荒
こう

神
じん

社
しゃ

）

2月28日といえば昔
むかし

から高倉荒神社の祭

りと言われるほど農
のう

家
か

にとってなじみ深
ぶか

く

「おためし」とよばれるうらないが行われ、

これによって雨のりょう、天気、米の取れ

高を予想し、農家の人びとは米づくりの仕

事に取りかかります。神社の境
けい

内
だい

では、な

え木やたね、農
のう

機
き

具
ぐ

などを売る店が立ちな

らび農業の神
かみ

様
さま

にふさわしい祭りです。

3 祖
そ

生
お

の柱
はしら

松
まつ

（岩国市周
しゅう

東
とう

町
まち

）

周東町の夏の盆
ぼん

行事とし

て、行われているこの火
ひ

祭
まつり

は、

およそ300年前にききんでな

くなった、たくさんの人々の

たましいをなぐさめるととも

に、豊
ほう

作
さく

をいのるために始
はじ

ま

りました。高さが10mもある

胴
どう

木
ぼく

とよばれる上に組まれた

朝
あさ

顔
がお

型の中の木々に向けて、

松
たい

明
まつ

をいきおいよく投げ上

げ、やがて夜空をこがすほど

に明
あか

々
あか

と柱松が燃
も

え始めると

太
たい

鼓
こ

が鳴らされ祭りは最
さい

高
こう

潮
ちょう

になります。

1 お田植え祭（下
しもの

関
せき

市
し

一
いち

の宮
みや

住
すみ

吉
よし

神
じん

社
じゃ

）

毎年、5月の第
だい

3日曜日に行われる。34人の

早
さ

乙
おと

女
め

たちが神
しん

田
でん

に田植えをしたり、あぜ道

で曲に合わせて踊
おど

ったりします。すげかさを

かぶり、白
はく

衣
い

と赤い着
き

物
もの

を着た早乙女たちの

すがたはおっとりして美
うつく

しい祭りです。
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きらら物
ぶっ

産
さん

・交流フェア
（山口市阿

あ

知
じ

須
す

）

4 式
しき

内
ない

踊り（周
しゅう

南
なん

市
し

大
おお

向
むかい

二
ふた

俣
また

神
じん

社
じゃ

）

5年または7年に1回、8月31日に行われま

す。踊りは男ばかりの12人が太
たい

鼓
こ

・ふえ・か

ね・ひょうし木のおはやしに合わせて力強く

踊ります。稲
いね

の病
びょう

害
がい

虫
ちゅう

の発
はっ

生
せい

をなくし、ゆた

かなくらしをいのる祭りです。

6 なむでん踊り（周防大島町久
く

賀
か

久
きゅう

屋
おく

寺
じ

）

およそ200年も続いている祭りで、毎年7月に子ど

もたちの手で行われます。田植えの終
お

わりをいわう

とともに、稲に病害虫がつかないことをいのって、

わら人形をふりながら、かねや太
たい

鼓
こ

に合わせて踊り

ます。ほら貝の音や、ぼうをうちつける音がまち全

体にひろがるころに、祭りは最
さい

高
こう

にもり上がります。

5 滝
たき

坂
さか

の神
か

楽
ぐら

舞
まい

（長
なが

門
と

市
し

三
み

隅
すみ

黄
おう

幡
ばん

社
しゃ

）

およそ240年前から伝えられている踊
おど

り

は、黄幡社の境
けい

内
だい

で11月2日の祭りの夜から

3日朝まで一
ひと

晩
ばん

中
じゅう

続きます。踊りは、全部で

24種
しゅ

類
るい

で、手を振
ふ

り、足を上げて、体をく

るくる回すすがたはとても力強さを感じま

す。豊作をいのり、牛や馬が病気にかから

ないように願いをこめた踊りとして今もし

っかり受けつがれています。




